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動画像を中心とする映像メディアは人間にとって最も

理解しやすい情報手段であり,これをコンピュータに

よって高度に理解し,変換･利用することができれば,

きわめて多くIO)応用分野が開けるものとして, 21世紀に

向けての大きなターゲットになっている.たとえば,チ

レビ映像とコンピュータの高度な結合は,さまざまなシ

ステムを可能とするし,カメラで入力された身近な映像

は産業,生活,オフィス等での新たなニーズを掘り起こ

す可能性がある.このような映像メディアの高度理解を

含む多様な処理をメディアコンピューティングと呼んで

いる.生産技術研究所では, 1977年以来の多次元画像処

理センターでの画像情報処理研究の活動を基盤として,

新たな視点に立つメディアコンピューティングの研究を

協力して実施している.

メディアコンピューティング研究グループは,動画像

や大画面画像を中心にした映像メディアを理解する技術

(ビジョン研究)と,それを利用するアプリケーション

技術との結合をめざす手法やシステム構成の開発,応用

システムの創出をめざすもので,現在第3部高木研究室,

坂内研究室,石塚研究室,喜連川研究室が参加している.

高木研究室ではリモートセンシング,坂内研究室ではマ

ルチメディアシステム,石塚研究室では知識処理,喜連

川研究室ではシステムアーキテクチャの開発に,それぞ

れ力点はあるものの,上記の目的で多くの研究課題を協

力して実施している.

本特集｢メディアコンピューティング｣は,このよう

な研究成果の一部をご報告するものである.

坂内研究室による解説｢マルチメディアシステムにお

ける情報アクセス｣では,メディアコンピューティング

分野で今注目を集めているマルチメディアシステムにつ

いて述べている.映像を中心とするマルチメディアシス

テムでは,情報の中身を認識してモデルをつくりデータ

ベース化して,いかに魅力的に使用していくかが問題と

なる.この解説では,そのための基本技術を概観し,つ

いでそのなかでのキー技術となる情報アクセス方法,檎

索方法について新しい視点の技術を紹介している.

石塚研究室による解説｢新しいヒューマンインター
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フェースへ向けての並列コンピュータ(TN-VIT)上の

ビジュアル･ソフトウェアエージェント(VSA)｣では,

ディスプレイ上で動作する擬人化されてエージェント

(ビジュアル･ソフトウェア･エージェント:VSA)と,

これを実時間で実現するためのハードウェアシステム

(TN-VIT)とを統合した高次なヒューマンインタ

フェースについて述べている. VTSでは,指サインに

応答する女性像や金魚が動作し, TN-VITでは動画像

向きのアーキテクチャが提案されている.

喜連川研究室･高木研究室による研究解説｢気象衛星

NOAA画像の並列処理｣では,人工衛星からのリモー

トセンシング画像の高速処理の提案について述べられて

いる.商用のプロセッサを独自のアーキテクチャで多数

並列化した実験システムを試作し,有効性の実証が行わ

れている.

坂内研究室による研究速報｢シーン記述言語を用いた

マルチメディア検索システム｣では,テレビ映像に代表

される動画シーンの自動分類方式について述べている.

利用者が想記するシーンをVSDLとよばれる言語に

よって表現するが,そこで用いる述語は工夫された画像

処理により自動的に評価できる完全自動型のものであり,

新しいハイパーメディアシステムを展開するための基礎

となることが可能である.

坂内研究室による研究速報｢ドラマシーンからの人物

の抽出｣では, TVドラマ映像の内容を自動認識し,そ

れらを部品化して新たな映像を作成するための研究成果

について述べている.このために,ドラマ映像に不可分

に存在する他のメディア(この場合は,ドラマシナリオ

文書メディアと音声メディア)の認識と,映像認識とを

協調させる形の新しいアプローチを提案し,従来は困難

であったドラマ中のキャラクターの同定を行っている.

石塚研究室による研究速報｢小規模並列プロセッサに

よる人工エージェント連続動作像の実時間生成｣では,

汎用･小規模ハードウェアであっても,並列処理により

ビジュアル･ソフトウェア･エージェントが実現できる

ことが示されている.これらの成果が次世代の映像技術

の発展に寄与できるものと考えている.
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